





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































c d e f g k 立1n 。p q 1 s t 
無
無
(
傍
書
「
在
」
)
家
家
掲
掲
無
無
無
無
無
無
無
無
有
有
無
無
期
期
有
有
無
無
無
無
峨
峨
無
無
後
後
内
内
祐
祐
有
有
代
代
掲
掲
有
有
有
有
有
有
有
有
無
無
有
有
斯
期
無
無
有
有
有
有
蛾
峨
有
無
4 
目IJ
後
大
大
拓
祐
有代掲有有有有無有斯無有有
有代掲有無無有無無期無有無
有
有
代
代
掲
掲
有
有
無
無
(
傍
注
「
華
厳
イ
」
)
無
無
(
傍
注
「
房
イ
」
)
有
無
(
傍
注
「
尤
モ
」
)
無
有
無
70ー
無
期
期
(
ル
ピ
「
コ
〉
ニ
」
)
無
有
有
無
無
無峨無後内祐
(
ル
ピ
「
ヒ
ラ
ク
」
)
u 
花
華
華
華
花
表
か
ら
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
数
点
挙
げ
る
な
ら
、
ま
ず
①
⑦
の
二
本
は
殆
ど
同
一
と
見
な
し
得
る
の
に
対
し
、
他
の
六
本
は
(
度
合
は
異
な
る
も
の
の
)
別
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
c
・
d
-
f
に
顕
著
で
あ
る
。
⑦
本
は
も
と
も
と
①
本
の
ご
く
近
い
転
写
本
で
あ
る
の
で
、
当
然
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。
次
に
六
本
の
な
か
で
も
、
②
⑬
⑬
と
⑬
⑫
⑫
の
問
に
一
線
が
引
け
そ
う
で
あ
る
。
g
・
h
・
k
・
o
を
見
る
と
、
ヲ
」
の
両
者
の
間
で
相
違
が
見
ら
れ
る
。
し
か
も
必
ず
②
⑬
⑬
が
①
本
と
異
な
り
、
⑮
⑫
⑫
が
①
本
と
同
一
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
後
者
が
よ
り
原
本
(
①
本
)
と
の
距
離
が
近
い
と
と
が
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
i
・
j
・
m
・
n
を
見
る
と
、
六
本
の
ま
と
ま
り
の
中
で
⑫
本
の
み
異
な
り
、
①
本
と
同
一
で
あ
る
の
が
見
ら
れ
る
。
他
の
箇
所
で
も
⑫
本
は
①
本
と
の
共
通
が
目
立
つ
こ
と
か
ら
、
六
本
の
中
で
- 71ー
は
比
較
的
①
本
に
近
い
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
g
・
h
・
i
・
ー
な
ど
の
傍
注
等
か
ら
、
⑫
本
は
原
本
(
①
本
)
と
改
変
本
(
②
本
等
)
の
両
系
統
を
対
照
し
つ
つ
作
成
さ
れ
た
面
が
強
い
と
思
わ
れ
る
(
他
の
諸
本
に
も
そ
の
傾
向
が
全
く
無
い
訳
で
『東照社縁起』の基礎的研究
は
な
い
が
)
。
字
句
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
誤
写
や
個
人
的
な
意
向
も
考
え
ら
れ
、
厳
密
に
処
理
す
る
の
は
難
し
い
。
し
か
し
あ
る
頻
度
を
超
え
て
ま
と
ま
っ
た
傾
向
が
見
ら
れ
る
な
ら
、
そ
れ
を
系
統
の
別
と
見
な
す
蓋
然
性
が
高
ま
る
だ
ろ
う
。
真
名
縁
起
に
つ
い
て
は
以
上
の
よ
う
に
、
原
本
と
正
確
な
転
写
本
(
①
⑦
)
・
比
較
的
近
い
系
統
(
⑬
⑫
⑫
)
・
比
較
的
遠
い
系
統
(
②
⑬
⑬
)
の
三
系
統
に
分
け
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
乙
れ
を
作
業
仮
説
と
し
て
、
よ
り
細
か
な
調
査
を
心
が
け
て
い
き
た
い
。
l 
) 
管
見
の
限
り
、
①
本
は
次
の
箇
所
で
①
本
と
相
違
す
る
。
c
有、
e
掲、
J
無、
l
斯、
P
蛾、
一二
O
頁
第
9
行
「
勿
」
(
①
本
忽
)
、
一
『東照社縁起』の基礎的研究
二
一
一
良
第
四
行
「
ニ
門
即
集
」
士
一
門
相
即
集
)
、
一
二
二
頁
第
m行
「
専
命
」
(
恵
命
)
、
一
二
四
頁
第
8
行
「
回
」
(
日
)
。
な
お
一
一
七
頁
6
行
の
「
大
土
善
根
口
」
に
つ
い
て
C
は
「
具
」
と
す
る
。
①
で
は
ど
ち
ら
と
も
判
断
し
難
い
が
、
典
拠
や
⑦
本
か
ら
「
其
」
と
し
た
。
(
一
九
九
二
年
版
に
よ
る
)
四
訓
読
・
注
釈
『
縁
起
』
の
内
容
把
握
の
一
助
と
し
て
、
以
下
「
真
名
縁
起
上
巻
」
の
訓
読
お
よ
び
注
釈
を
試
み
る
。
不
十
分
で
は
あ
る
が
、
今
後
の
調
査
の
基
礎
と
し
た
い
。
底
本
は
mw
本
を
用
い
る
が
、
前
節
の
字
句
の
異
同
箇
所
は
、
①
本
に
従
う
。
ま
た
、
典
拠
と
の
関
係
な
ど
か
ら
訓
点
・
句
読
点
(
本
来
①
本
に
は
な
い
)
を
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。
(
血
(
拠
を
確
認
し
た
部
分
は
傍
線
で
示
し
た
)
-72ー
駿
河
の
国
志
豆
機
山
は
、
青
々
た
る
翠
竹
、
欝
々
た
る
黄
花
、
枝
を
交
え
色
を
潤
し
、
名
に
し
負
ふ
名
所
な
り
。
桃
李
言
は
ず
し
2
 
て
門
前
市
を
成
す
、
云
々
。
然
れ
ば
則
ち
源
君
恩
は
ず
高
駕
を
柾
げ
ら
る
。
故
に
歌
詠
好
士
・
儒
者
逮
は
周
章
馳
参
し
、
卒
爾
と
蜂
も
家
々
の
酒
宴
処
々
の
舞
楽
、
遊
興
称
て
計
ふ
べ
か
ら
ず
。
衰
滅|折
引節
る|、
副傍
剖 に
少|庵
水!有
0)1 り
割源
州 君
d 何
1 と
剣無
れ!く
何!立
の|苛
諸制見
古川 市首
相ふ
創(に
IvI.L: 
」訴
と 謡
曲の
L芦
侍 有
る九
源苓
雪空
間事
語R
習「
に此
追の
は日
れ己
に
過
ぎ
命
則
ち
一
句
肝
を
染
め
永
劫
朽
ち
難
し
。
縦
ひ
八
十
年
の
寿
を
得
る
の
人
も
、
連
持
す
る
こ
と
未
だ
三
万
日
に
足
ら
ず
、
其
の
一
期
の
問
日
数
を
計
る
に
、
倒
か
二
万
八
千
余
日
な
り
。
日
月
奔
走
す
る
こ
と
駿
馬
を
策
つ
が
如
し
。
盛
年
半
過
ぎ
、
余
算
幾
程
ぞ
。
筋
陀
羅
羊
を
駆
り
屠
所
に
至
ら
し
む
。
歩
々
死
地
に
近
づ
く
、
斯
れ
何
の
少
楽
か
有
ら
ん
。
無
常
の
腕
陀
羅
我
を
駆
り
火
血
万
の
屠
所
に
至
ら
し
め
、
日
暮
れ
夜
明
げ
将
に
死
地
に
近
づ
く
。
何
ぞ
生
涯
の
暮
れ
易
き
に
驚
き
て
解
脱
生
死
の
善
根
を
修
め
ざ
る
。
劫
初
の
無
量
歳
も
猶
滅
尽
の
期
有
引
側
諸
割
割
問
乳
州
。
喜
ば
し
き
か
な
、
盟
副
習
司
副
副
割
引
矧
割
引
孔
一
郎
。
予
黄
昏
の
偏
に
依
り
無
上
正
真
菩
提
心
を
発
す
。
三
祖
一
徹
に
思
ひ
合
わ
せ
、
即
ち
還
御
し
給
ふ
。
人
更
に
之
れ
を
知
ら
ず
。
翌
日
殿
中
に
於
て
、
昨
日
花
薗
の
遊
び
・
歌
詠
・
舞
楽
の
物
語
有
り
。
而
る
に
曽
て
応
諾
せ
ず
、
仰
せ
に
云
ふ
、
各
の
見
る
所
の
花
は
、
輪
廻
の
業
因
に
し
て
本
意
に
非
ず
。
或
る
ひ
と
釈
し
て
云
ふ
、
執
有
り
未
だ
蕩
ぜ
ず
ん
ば
、
桃
李
の
聞
く
や
、
春
風
之
れ
を
み|翫
悪|び
報|
招|ち
副題
重|五
の|趣
み!の
普|因
趣|を
に|成
背|す
んI~蘭
や I~菊
の
え事|
予|る
冷|や
刷
創秋|
闘露
く|之
も|れl
剰を
制愛
創し
山亦
剰流
羽転
紅三
見有
て|の
をバ業
制を
尊|結
創ぶ
割当|
に
愛只
以五
て逆
釈の
し
て
云
ふ
、
但
だ
其
の
心
を
関
か
ば
境
相
個
ざ
る
と
と
無
き
故
な
り
。
是
を
以
て
南
楼
に
秋
月
を
望
み
真
如
の
本
宮
に
到
る
ベ
し
、
金
{8} 
谷
に
春
花
を
翫
び
将
に
寂
光
の
理
土
に
還
ら
ん
と
す
、
云
々
。
-73ー
重
ね
て
源
君
田
く
、
出
離
生
死
の
要
道
は
日
域
に
於
て
賢
聖
一
に
非
ず
。
然
り
と
雄
も
国
王
・
大
臣
の
内
、
仏
法
最
初
弘
通
は
聖
徳
太
子
を
以
て
濫
筋
と
為
す
。
故
に
之
れ
を
勘
ふ
る
に
、
夫
れ
聖
徳
太
子
は
、
始
め
託
胎
よ
り
終
り
遷
化
に
至
る
ま
で
政
に
接
し
、
徳
『東照社縁起』の基礎的研究
行
称
げ
て
計
ふ
べ
か
ら
ず
。
宛
も
相
似
八
相
の
知
し
。
日
域
聖
人
た
る
こ
と
誰
か
疑
滞
を
残
さ
ん
か
。
応
神
天
皇
十
五
年
、
儒
教
初
め
て
渡
る
、
震
旦
は
西
晋
武
帝
の
時
な
り
、
云
々
。
其
の
後
同
字
、
秦
弓
月
・
後
漢
阿
知
将
来
、
云
々
。
継
体
天
皇
七
年
、
百
済
園
よ
り
五
経
渡
る
。
欽
明
の
御
宇
仏
経
渡
る
。
然
り
と
雄
も
漢
字
に
為
す
に
依
り
、
方
一
-
一
一
口
通
ぜ
ず
、
徒
ら
に
埋
む
こ
と
年
尚
し
。
推
古
天
皇
の
時
に
至
り
て
、
添
な
く
も
聖
徳
太
子
宿
命
智
を
以
て
党
漢
に
通
達
し
、
出
業
を
付
し
之
れ
を
校
す
。
義
理
忽
ち
啓
く
こ
と
、
醐
鵬
る
も
、
宣
に
大
谷
と
云
わ
ん
や
。
孔
子
の
遺
教
に
後
痢
無
く
ん
ば
不
孝
と
為
す
。
吾
れ
釈
迦
大
聖
の
弟
子
た
り
、
宣
に
孔
子
小
賢
の
弟
子
た
ら
ん
や
」
。
聖
徳
太
子
は
西
方
補
処
の
菩
薩
、
接
取
不
捨
の
願
力
に
酬
ひ
、
此
土
に
跡
を
残
さ
ず
、
併
し
な
が
ら
猷
離
綴
土
の
『東照社縁起lの基礎的研究
一
切
業
障
の
海
、
皆
な
妄
想
よ
り
生
ず
。
若
し
蛾
悔
せ
ん
と
欲
せ
ば
、
端
座
し
て
実
相
を
恩
へ
。
衆
罪
草
露
の
如
く
、
恵
日
能
く
消
除
す
、
と
。
殊
に
聖
徳
太
子
は
一
乗
翻
伝
以
降
、
修
行
・
託
生
数
十
身
を
歴
、
如
今
扶
桑
の
固
に
来
る
百
済
日
羅
の
敬
礼
救
世
観
世
音
に
し
て
、
伝
燈
東
方
粟
散
王
な
り
」
。
聖
人
何
ぞ
古
業
有
ら
ん
。
源
君
日
く
、
「
聖
人
は
聖
人
に
依
り
、
凡
夫
は
凡
夫
に
依
る
。
賢
聖
断
位
し
て
一
に
非
ず
。
若
し
貧
窮
を
剣
到
割
割
割
引
副
割
削
3
4
M判
事
剣
司
副
割
割
出
制
刻
岡
引
出
。
閤
証
・
諦
文
の
知
る
能
は
ざ
本
意
か
。
或
る
ひ
と
問
ふ
に
、
る
所
な
り
。
然
れ
ば
則
ち
大
宰
額
孔
子
に
問
ひ
て
臼
く
「
夫
子
は
聖
人
か
」
、
対
へ
て
臼
く
「
丘
や
博
識
強
記
な
れ
ど
も
聖
人
に
は
非
ざ
る
な
り
」
、
又
た
問
ふ
「
三
玉
は
聖
人
か
」
、
対
へ
て
日
く
「
三
王
善
く
智
勇
を
用
ふ
も
、
聖
な
る
は
丘
の
知
る
所
に
非
ず
」
、
又
た
問
ふ
「
五
帝
は
聖
人
か
」
、
対
へ
て
日
く
「
五
帝
普
く
仁
義
を
用
ふ
も
、
聖
な
る
は
丘
の
知
る
所
に
非
ず
」
、
文
た
問
ふ
コ
ニ
皇
は
聖
-74ー
人
か
」
、
対
へ
て
日
く
「
=
一
皇
普
く
時
を
用
ふ
も
聖
な
る
は
丘
の
知
る
所
に
非
ず
」
。
大
宰
大
い
に
骸
き
日
く
「
然
ら
ば
則
ち
執
か
聖
ぜ|人
削と
れ|為
" 
イけか
制、
ず|
什夫
引王
副?
.~I ...~ 
:b>1 助
副首
カ叶宵
副 E
るI;: 
1 日
草引く、
|々
引 E
引甲
引酋
以|方向，.
幻語
句|者
司育
引九
円-リ
〕伯
副E
…(図
LI日「
~ ~ 
。て
斯乱
れれ
にず
拠、
り言
以は
てず
子L し
子て
の自
深ず
くか
仏ら
の信
大
型
た
る
を
知
る
と
言
ふ
な
り
。
時
縁
未
だ
昇
せ
ざ
る
故
に
黙
し
て
之
れ
を
識
さ
ず
、
機
有
る
が
故
挙
然
と
し
て
未
だ
昌
ん
に
其
の
1
l
i
-
-
I
l
l
i
-
-
I
l
l
i
-
-
I
l
l
i
-
-ー
ー
し
μ
致
を
言
ふ
を
得
ず
。
『
仁
王
設
国
経
』
に
云
ふ
、
=
一
賢
十
聖
果
報
に
住
す
、
唯
だ
仏
一
人
の
み
浄
土
に
居
り
、
と
。
嬰
人
と
三
賢
十
聖
と
断
位
不
岡
、
太
子
何
れ
の
位
か
を
知
ら
ず
。
偏
に
古
業
の
償
不
償
一
決
し
難
し
、
云
々
。
古
業
に
就
き
で
は
意
を
得
た
り
。
予
往
昔
武
勇
に
携
は
り
怨
敵
を
滅
し
味
方
を
失
ひ
、
如
今
国
家
の
為
に
刑
罰
を
行
ふ
こ
と
年
を
累
ね
日
を
続
ぐ
。
而
れ
ど
も
謝
料
以
創
刊
利
引
到
叫
U
引
剰
欄
矧
到
に
達
し
本
分
田
地
に
至
れ
ば
則
ち
何
ぞ
業
有
り
て
脱
せ
ん
。
但
し
之
れ
に
就
き
自
行
・
化
他
の
分
別
有
り
。
『
止
観
』
に
云
ふ
、
煩
悩
を
破
し
て
無
生
忍
に
入
る
を
待
ち
て
法
身
地
に
於
て
広
く
一
切
(
山
)
三
宝
を
供
養
し
還
り
て
生
死
に
入
り
以
て
衆
生
に
償
へ
。
文
意
無
尽
と
雄
も
先
づ
浅
意
を
謂
は
ば
、
界
内
の
菩
薩
自
行
の
妙
証
闇
く
、
他
を
益
す
る
に
由
無
し
。
所
以
に
頓
に
三
道
即
=
一
徳
に
転
じ
速
に
初
住
無
生
位
に
入
り
、
彼
の
地
に
於
て
法
身
菩
薩
と
成
り
広
く
三
宝
を
供
養
し
三
世
了
遼
智
を
倣
ふ
る
の
時
、
過
去
の
業
因
歴
々
と
浮
ぶ
こ
と
猶
し
明
鏡
に
像
の
現
ず
る
が
ご
と
し
。
此
の
時
に
当
り
(
口
)
弥
よ
真
正
菩
提
心
を
発
し
、
或
は
父
母
と
し
て
男
女
と
し
て
生
々
世
々
互
ひ
に
恩
有
る
に
報
ひ
ん
が
為
、
還
り
て
生
死
に
入
り
古
業
を
償
ふ
は
自
在
の
業
と
云
ふ
な
り
。
界
内
菩
薩
の
時
は
報
恩
謝
徳
自
在
な
ら
ず
。
笠
へ
ば
不
肖
の
時
の
恩
を
報
ず
る
に
、
天
下
を
知
ろ
し
め
し
て
忠
償
を
行
ふ
が
如
し
。
兼
て
文
た
古
業
を
償
へ
ば
、
当
体
即
ち
仏
因
仏
果
、
行
は
如
来
の
行
、
而
し
て
自
行
・
化
他
兼
(
M
m
)
、
F
I
l
J
1
f
l
i
l
l
l
i
-
-
1
1
lト
凶
円
済
同
時
な
り
。
古
業
に
就
き
思
ひ
出
有
り
。
有
る
無
智
の
僧
受
戒
者
に
「
証
是
蓄
量
契
菩
提
心
」
ι支
を
授
け
云
ふ
附
に
、
「
洲
刺
(
叩
)
ヨ
矧
桝
叶
劇
劉
附
叶
制
凶
引
「
尉
刻
刻
引
制
川
剃
叫
刈
引
寸
劇
到
州
制
周
到
引
]
釧
刻
を
云
ひ
出
し
、
「
此
の
文
和
漢
に
於
て
信
用
せ
ら
れ
ず
」
と
申
す
者
有
り
。
時
に
有
る
僧
阿
々
大
笑
し
て
臼
く
、
「
一
を
知
り
こ
を
知
ら
ず
ん
ば
知
ら
ざ
る
に
も
劣
る
、
汝
世
間
法
を
知
75 -
り
出
世
深
法
を
知
ら
ず
、
只
だ
是
れ
舜
犬
な
り
」
云
々
。
今
以
て
推
検
す
る
に
、
先
づ
無
為
に
入
り
還
り
て
生
死
に
入
る
、
則
ち
報
(引〕
恩
謝
徳
自
在
の
故
な
り
。
大
士
善
権
は
其
れ
唐
様
の
専
か
。
『東照社縁起lの基礎的研究
但
し
本
因
地
に
て
未
だ
我
斬
を
離
れ
ざ
る
時
、
各
別
に
願
を
到
し
各
務
土
を
修
し
各
衆
生
を
化
し
、
是
の
如
き
等
の
業
差
別
(
担
)
別
ー
同
制
引
。
諸
仏
既
に
願
力
不
同
な
り
。
若
し
然
ら
ば
聖
徳
太
子
の
子
孫
続
か
ざ
る
は
我
意
に
契
は
ず
。
所
以
は
何
ぞ
。
新
田
・
足
利
確
執
以
降
、
度
々
合
戦
に
及
ぶ
と
雄
も
、
義
貞
一
身
に
於
て
不
足
を
取
ら
ず
。
無
勢
を
以
て
山
門
よ
り
京
都
へ
動
く
の
時
、
先
づ
皇
居
に
参
り
て
、
「
天
下
の
落
居
は
聖
運
に
任
せ
候
へ
ば
、
心
と
す
る
処
に
候
は
ず
。
何
様
今
度
の
軍
に
於
て
は
尊
氏
が
簡
て
候
東
寺
の
中
へ
矢
一
つ
射
入
れ
候
は
で
は
帰
』
劃
す
る
ま
じ
く
に
て
候
」
と
申
し
て
出
た
り
し
。
其
の
言
に
違
は
ず
敵
の
一
的
場
の
内
に
攻
め
寄
せ
た
れ
ば
、
今
は
こ
う
と
大
い
に
悦
び
て
劇
の
陰
に
馬
を
打
ち
す
へ
、
城
を
脱
み
弓
杖
に
す
か
て
高
ら
か
に
宣
ひ
け
る
は
、
「
天
下
の
乱
れ
休
む
劇
無
く
、
罪
無
き
人
民
身
を
安
く
せ
ざ
る
事
年
久
し
。
是
利
国
主
両
統
の
御
名
ひ
と
は
申
し
な
が
ら
、
只
だ
義
貞
と
尊
氏
と
の
所
に
在
り
。
綾
に
一
身
の
大
功
を
立
て
ん
為
に
多
く
の
人
を
苦
し
め
ん
よ
り
独
り
身
に
し
て
戦
い
を
決
せ
ん
と
恩
ふ
が
故
に
、
I東照社縁起Iの基礎的研究
義
貞
自
ず
か
ら
此
の
軍
に
罷
り
向
ひ
て
候
な
り
。
是
や
非
や
矢
一
つ
受
け
て
知
り
給
へ
」
と
て
、
二
人
張
り
に
十
三
束
ニ
臥
飽
く
ま
で
堅
め
て
引
き
し
ぼ
り
弦
音
高
く
切
っ
て
放
つ
、
其
の
矢
二
重
に
掻
た
る
櫓
の
上
を
越
え
て
1
尊
氏
の
回
し
給
へ
る
惟
幕
の
中
を
本
堂
の
艮
の
柱
に
一
ゆ
り
ゆ
り
て
v
く
と
ま
き
過
ぎ
て
立
ち
た
り
け
る
。
尊
氏
是
れ
を
見
給
ひ
て
、
「
我
此
の
軍
を
起
し
て
鎌
倉
を
立
ち
し
よ
り
、
全
く
君
を
傾
け
奉
ら
む
と
思
ふ
に
非
ず
。
只
だ
義
貞
に
逢
ひ
て
憤
り
を
散
ぜ
ん
為
な
り
き
。
然
れ
ば
彼
と
我
と
独
り
身
に
し
て
戦
ひ
を
決
せ
ん
事
、
元
来
悦
ぶ
所
な
り
。
其
の
門
聞
け
、
打
ち
て
出
ん
」
と
宣
ひ
け
る
を
、
上
杉
伊
豆
守
「
是
詞
は
如
何
な
る
御
事
に
て
候
ぞ
、
楚
の
項
羽
が
漢
の
高
祖
に
向
ひ
独
り
身
に
し
て
戦
は
ん
と
申
せ
し
を
、
彼
の
高
制
時
ひ
て
「
汝
を
討
つ
に
刑
徒
を
凶
司
司
司
部
周
到
刊
封
周
囲
割
引
u到
到
割
引
制
副
制
調
割
引
司
副
吋
割
引
く
御
出
在
の
事
や
候
ベ
き
副
思
ひ
も
寄
ら
ぬ
御
劃
に
候
」
と
て
鎧
の
御
袖
に
取
付
け
れ
ば
、
尊
氏
力
無
く
義
者
の
誌
に
順
て
創
を
押
I
l
l
i
-
-
L
問
へ
て
座
し
給
ふ
、
と
記
せ
り
。
何
れ
も
英
雄
た
り
と
離
も
、
義
貞
武
威
学
ば
れ
ず
動
く
な
り
。
然
れ
ど
も
亦
た
尊
氏
謀
略
を
廻
ら
し
-76ー
天
皇
京
都
巧
み
に
出
で
奉
る
の
上
は
義
貞
力
及
ば
ず
、
北
国
に
下
向
す
る
の
時
、
潜
に
山
王
権
現
に
詣
で
奉
り
啓
白
し
て
、
「
臣
官
吋
も
和
光
の
御
願
を
惣
み
て
日
を
送
り
、
縁
を
結
ぶ
事
日
己
に
久
し
。
願
は
く
は
征
路
万
里
の
末
迄
も
擁
護
の
御
降
を
廻
ら
さ
れ
て
、
再
び
大
軍
を
起
し
朝
敵
を
亡
す
力
を
加
へ
給
へ
。
我
縦
ひ
不
幸
に
し
て
命
の
中
に
此
の
望
み
を
達
せ
ず
と
云
ふ
と
も
、
祈
念
冥
慮
に
違
は
ざ
れ
ば
、
子
孫
の
中
に
必
ず
大
軍
を
起
す
者
有
り
て
、
父
祖
の
戸
を
清
め
ん
事
を
請
ふ
。
此
の
こ
の
内
一
も
達
す
る
劃
を
得
凶
、
末
葉
永
く
当
社
の
檀
度
と
成
り
て
、
霊
神
の
威
光
を
綴
せ
奉
る
べ
し
」
と
信
心
を
凝
ら
し
て
祈
誓
し
Y
当
家
累
家
の
重
宝
、
鬼
切
と
云
I
l
l
1
1
1
I
l
l
l
I
l
l
1
1
1
1
1
1
1阿
国
同
ふ
太
万
を
社
壇
に
ぞ
飽
め
ら
れ
げ
る
、
と
記
せ
り
。
遍
く
知
る
所
其
健
載
す
る
な
り
。
時
節
の
久
近
、
且
つ
は
妄
情
に
在
り
。
彼
の
久
遠
を
観
る
に
猶
ほ
今
日
の
知
し
。
上
古
と
云
ふ
と
雄
も
以
て
近
し
。
奇
な
る
か
な
義
貞
の
丹
精
、
願
ひ
て
成
就
せ
ざ
る
は
無
し
。
妙
な
る
か
な
山
王
の
夢
謡
、
霊
験
掲
く
て
窮
ま
り
無
し
。
予
求
め
ざ
る
に
自
ず
か
ら
天
下
を
得
、
身
己
に
勇
士
た
り
、
家
文
た
武
虎
な
り
。
龍
顔
に
仕
へ
千
秋
湿
齢
を
招
き
、
必
ず
三
台
の
崇
班
に
昇
り
、
鳳
閥
に
侍
し
万
歳
寿
域
に
遊
び
、
将
に
一
家
繁
昌
を
護
ら
ん
と
(
出
)
す
。
是
に
累
劫
の
妄
情
以
へ
ど
捨
て
難
く
、
劃
劇
劃
同
制
U
耐
リ
引
間
剰
阿
川
到
剥
剖
相
同
制
利
則
剛
司
凶
刻
判
。
太
子
は
制
組
出
・
欣
求
浄
土
の
思
ひ
に
住
し
子
孫
続
か
ず
、
我
は
瑚
樹
到
樹
創
劃
蹴
の
旨
を
護
り
家
門
繁
昌
す
る
の
み
。
庶
幾
は
く
は
依
正
宛
然
と
し
て
不
生
不
滅
の
深
理
に
契
当
し
、
造
次
に
も
思
惟
し
願
締
に
も
観
察
す
る
こ
と
、
猶
し
制
刷
劃
明
割
矧
乱
叫
ん
の
如
く
あ
ら
ん
こ
と
を
、
云
々
。
(
四
)
有
る
時
好
日
に
乗
じ
党
へ
ず
池
辺
を
過
ぎ
、
「
我
常
に
此
の
裟
婆
世
界
に
在
り
」
の
文
に
当
た
り
忽
然
と
大
悟
す
。
我
願
ひ
既
に
満
ち
調
剤
坑
州
、
何
事
か
之
れ
に
過
ぎ
ん
。
情
案
ず
る
に
、
調
到
制
盟
副
司
到
司
副
司
可
制
剥
州
地
『束照社縁起Iの基礎的研究
な
れ
ば
、
是
れ
非
理
一
決
し
難
し
、
云
々
。
又
た
有
る
時
、
独
悟
の
上
は
何
の
相
承
有
り
や
と
思
ふ
処
、
『
止
観
』
に
「
独
悟
の
上
の
調
朝
刊
号
町
川
劇
割
周
到
司
割
鮒
剖
調
劇
引
引
説
明
」
と
。
文
の
如
く
ま
見
ば
三
世
の
諸
仏
怨
ま
ん
。
良
や
以
有
り
や
。
像
末
四
依
仏
化
を
弘
経
し
、
化
を
受
け
教
を
富
市
げ
須
く
根
源
を
討
ぬ
ベ
し
。
若
し
根
源
に
迷
は
ば
則
ち
増
長
し
真
(
回
)
証
を
滋
し
、
若
し
香
流
緒
を
失
は
ば
即
ち
邪
説
大
乗
に
混
ぜ
ん
。
諸
仏
証
得
の
ボ
樹
剖
剃
削
側
釧
淵
謝
創
判
凶
1ω剰
U
剰
刺
剖
利
組
制
削
凶
闘
可
制
割
引
判
明
側
副
判
川
乱
刊
。
潟
瓶
相
承
に
非
ざ
る
よ
り
は
、
皆
な
剰
倒
剖
矧
剖
調
可
対
粗
削
証
と
謂
ふ
。
外
道
九
十
五
種
派
は
皆
な
邪
説
、
相
承
に
預
ら
ざ
れ
ば
争
か
彼
等
の
所
計
を
免
れ
ん
や
、
一
玄
々
。
故
に
源
君
鈎
命
を
降
し
、
自
他
情
量
を
地
ち
、
諸
宗
知
識
を
召
請
す
。
是
に
於
て
万
里
星
馳
四
方
雲
集
し
、
英
賢
東
よ
り
し
西
よ
り
す
、
云
々
。
然
れ
ば
則
ち
諸
宗
出
仕
の
処
、
源
君
田
く
、
知
来
の
仏
法
漢
地
に
伝
わ
り
翻
訳
・
弘
通
す
。
或
は
西
土
よ
り
之
れ
を
伝
へ
、
或
は
震
且
に
於
て
義
を
立
つ
。
皆
な
仏
経
を
以
て
所
依
と
為
し
、
西
天
の
論
を
以
て
依
沼
郡
と
為
す
。
十
三
宗
有
り
、
興
廃
は
時
の
尊
重
に
依
る
。
『
倶
舎
論
』
に
依
り
倶
舎
宗
を
立
て
、
「
解
深
密
経
』
『
聡
伽
論
』
『
唯
識
』
等
に
依
り
法
相
宗
を
立
つ
。
真
言
宗
は
三
経
一
論
等
に
依
り
、
禅
宗
は
「
教
外
別
伝
」
「
以
心
伝
心
」
を
立
つ
。
「
天
台
」
は
山
名
、
亦
た
能
弘
の
師
な
り
。
全
く
一
経
一
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論
を
取
ら
ず
、
亦
た
一
法
を
も
捨
て
ず
。
三
千
三
観
の
心
地
に
契
ひ
、
経
論
を
以
て
依
盟
国
と
為
す
。
所
以
に
幸
い
修
陀
羅
と
合
へ
ば
、
録
し
て
之
れ
を
用
ふ
。
若
し
強
ひ
て
宗
旨
・
依
経
を
尋
ぬ
れ
ば
、
若
し
く
は
能
弘
の
人
に
依
り
天
台
宗
と
名
づ
く
べ
し
、
若
し
く
は
所
依
の
経
に
依
り
法
華
宗
と
名
づ
く
べ
し
、
云
々
。
然
れ
ば
則
ち
、
宗
々
立
義
内
証
仏
法
を
聴
聞
せ
ん
が
為
召
請
す
る
の
み
。
而
し
て
殿
中
に
於
て
論
義
有
り
。
昔
南
部
六
宗
有
り
と
雄
も
、
法
相
独
り
盛
ん
な
り
。
所
以
に
先
づ
一
乗
院
門
跡
井
に
喜
多
院
僧
正
上
首
と
L
て
、
五
性
各
別
の
旨
を
談
じ
五
重
唯
識
の
奥
蔵
を
開
き
、
定
性
二
乗
不
成
仏
の
深
義
を
立
て
、
亦
た
因
明
・
比
量
を
以
て
外
道
邪
師
の
説
を
破
る
。
東
大
寺
清
涼
院
出
座
す
。
又
た
三
井
に
於
て
は
古
よ
り
八
宗
兼
学
す
と
雄
も
中
三
宗
盛
ん
な
り
。
愛
を
以
て
法
華
深
義
を
仰
ぎ
依
正
皆
成
仏
井
に
有
宗
深
義
を
立
つ
。
両
宗
題
者
鏡
仰
年
旧
く
、
才
智
日
に
新
し
。
辞
弁
甚
だ
鋭
く
、
而
し
て
問
答
の
詞
、
玄
に
し
て
玄
な
り
、
云
々
。
源
君
歓
喜
し
、
諸
衆
随
喜
す
。
古
義
高
野
碩
学
宝
性
院
始
め
て
真
言
得
果
即
身
成
仏
義
を
立
て
度
々
に
及
ぶ
、
又
た
新
義
智
積
院
小
池
一
座
論
談
有
り
是
れ
同
旨
を
立
つ
。
洛
陽
五
岳
智
識
長
老
、
『
論
一
語
』
「
為
政
」
題
と
I
l
l
l
1
1
1
I
l
l
I
l
l
1
1
1
l
l
lト
出
ド
し
て
作
文
せ
し
む
。
是
の
外
『
法
華
経
』
「
宝
樹
多
花
果
衆
生
所
遊
楽
」
文
に
依
り
、
詩
頒
を
致
さ
せ
し
む
。
文
清
々
と
し
て
玉
の
ご
-78 -
と
く
治
ひ
、
理
明
々
と
し
て
月
の
ご
と
く
花
や
か
な
り
、
学
人
の
昧
心
を
啓
き
智
者
の
明
恵
を
発
せ
し
む
。
臨
済
・
曹
洞
の
衆
過
半
は
固
に
在
る
も
、
大
徳
・
妙
心
両
寺
知
識
に
値
ひ
参
得
有
り
。
山
門
碩
師
毎
年
相
詰
め
終
日
寛
夜
仰
せ
に
随
ひ
論
談
す
。
東
国
学
者
亦
た
復
た
是
の
如
し
。
真
俗
繁
務
斯
の
如
き
化
儀
、
恐
ら
く
印
度
・
支
那
も
未
だ
斯
の
盛
ん
な
る
を
聞
か
ず
。
世
法
に
於
て
も
歌
鞠
会
・
弓
馬
遊
・
四
座
乱
舞
・
囲
碁
将
棋
等
に
至
る
ま
で
在
府
せ
ざ
る
は
莫
し
。
万
法
円
満
の
繁
栄
此
の
時
に
有
る
か
。
源
君
臼
く
、
「
予
備
抽
皿
機
悔
し
て
日
く
、
八
万
聖
教
生
死
二
字
に
縮
ま
り
、
一
期
作
業
臨
終
の
夕
に
顕
る
、
所
以
に
知
識
を
召
し
諸
法
を
尋
ぬ
る
の
旨
趣
有
り
。
予
幼
く
し
て
武
道
・
文
道
を
用
ひ
、
長
じ
て
は
仏
道
・
武
道
を
以
て
す
。
天
下
を
知
ろ
し
め
し
世
法
に
望
み
無
し
。
人
生
七
十
古
来
稀
な
る
に
、
己
に
寿
命
八
十
に
及
び
、
唯
だ
願
ふ
所
は
後
世
と
子
孫
と
な
り
。
幸
い
な
る
か
な
受
け
難
き
人
身
を
受
け
遇
ひ
難
き
仏
法
に
遇
ふ
。
今
若
し
修
せ
ざ
れ
ば
将
来
悲
し
む
べ
し
、
云
々
。
『
仁
王
護
国
経
』
に
云
ふ
、
仏
法
を
国
王
分
段
生
死
を
免
れ
ず
。
思
案
を
廻
ら
す
処
、
依
正
共
に
不
生
不
滅
の
理
に
契
当
す
。
而
る
に
師
承
無
く
ん
ば
争
か
之
れ
を
決
定
せ
ん
。
猶
ほ
在
世
の
授
記
の
如
く
、
出
荷
ふ
各
之
れ
を
示
せ
」
云
々
。
山
門
の
衆
謹
ん
で
申
す
、
「
四
門
観
は
別
に
し
て
真
諦
を
見
る
に
同
じ
、
(
甜
}
捌
叫
叫
間
割
引
割
引
湖
山
引
到
刻
引
割
引
州
刺
U
。
諸
宗
の
教
門
の
区
な
れ
ど
も
、
実
義
は
多
分
同
等
か
。
貴
命
少
し
も
山
門
の
神
道
建
立
に
違
は
ざ
る
の
み
」
。
源
君
日
く
、
「
其
の
相
如
何
」
o
答
ふ
、
「
抑
も
吾
山
別
し
て
鎮
護
国
家
の
霊
場
た
る
は
、
斗
四
明
安
全
義
』
相
官
割号
員i
詰
則
ち
、
大
型
何
ぞ
本
地
真
因
よ
り
初
住
己
来
遠
く
今
日
乃
至
未
来
大
小
衆
機
を
鑑
み
る
や
。
『
宝
割
和
尚
和
朝
識
文
』
に
臼
ふ
、
百
王
当|の
たし流
る限れ
。畢
福亭
E援
に犬
、英
時雄
にを
橿称
武す
聖、
主と
深 q
く百
此王
のの
警護
知を
り約
、す
王る
道に
を後
後円
五日出
百院
歳の
に時|
相に
続相
せ当
しす
め
ん而
カま る
為に
、実
国は
家光
をイ二
万天l
々皇
歳の
に御
鎮宇
護に
- 79ー
せ
ん
と
欲
し
て
、
桓
武
天
皇
・
伝
教
大
師
深
く
契
約
し
、
此
の
時
に
当
た
り
ニ
聖
共
に
興
り
て
出
世
す
。
愛
を
以
て
「
浄
利
結
県
宮
」
『東照社縁起』の基礎的研究
到す
則長
割A
15襲
痛の
法め
を
諮
問
り
王
法
は
仏
法
を
扶
付
、
仏
法
・
王
法
牛
角
の
故
に
比
叡
山
と
名
づ
く
る
な
り
。
延
劃
四
年
歳
次
乙
丑
夷
則
朔
丙
寅
十
七
日
壬
午
、
忽
ち
出
で
大
師
御
登
山
の
時
、
東
の
か
た
秀
嵩
を
験
え
峯
泡
績
に
復
ふ
に
、
一
化
人
現
は
る
。
身
の
長
け
丈
余
、
項
に
金
光
を
侃
く
。
化
人
間
ひ
て
回
く
、
「
未
だ
断
ぜ
ざ
る
惑
有
り
て
何
の
所
よ
り
来
る
、
宿
善
殖
ゑ
ざ
れ
ば
此
に
来
る
こ
と
得
難
し
」
。
大
明
智
へ
て
日
く
、
「
我
昔
霊
山
の
法
華
の
噛
州
統
吋
重
ね
て
玄
門
に
入
り
倒
じ
て
凡
事
を
修
さ
ん
」
。
大
師
問
ひ
て
日
く
、
「
化
人
何
の
権
者
か
」
。
神
答
へ
て
日
く
、
「
吾
此
和
山
王
、
日
域
冥
神
、
陰
陽
測
ら
れ
ず
、
進
化
為
す
と
と
無
し
、
J
山
を
法
性
阿
粗
削
し
め
、
化
を
実
道
に
垂
『東照社縁起』の基礎的研究
剛 る
ベ弘
引誓
<1仏
ヨ亜
見ぎ
到着1
3手
生|
謝金
まd空
ず|に
「上
岡り
引裂
此|現
到す
悶神
岡ひ
伽|く
劃
割語
臣 d志
劉害
銅主
語割と
平副大
情
を
利
劃
せ
ん
。
成
神
加
樹
あ
れ
ば
大
願
遂
げ
ん
こ
と
を
期
す
」
。
神
答
へ
て
日
く
、
「
山
は
応
に
霊
山
、
処
は
是
料
金
剛
、
来
僧
は
職
衆
、
吾
州
来
際
を
期
す
」
。
大
師
問
ひ
て
日
く
、
↓
冥
神
の
本
地
如
何
」
。
神
答
へ
て
日
く
、
「
今
此
の
三
列
皆
な
是
れ
我
州
宥
な
り
、
其
の
中
の
衆
生
悉
く
是
が
吾
が
子
な
り
」
引
此
の
時
大
地
震
動
し
、
天
妙
花
を
岡
ら
し
、
宝
劇
空
に
現
は
れ
、
二
仏
同
座
す
。
相
矧
円
満
に
し
て
妙
法
を
宣
説
し
、
無
量
菩
薩
・
声
聞
・
樹
党
・
天
龍
八
部
問
ひ
訊
ね
法
を
捌
き
、
霊
山
一
会
此
に
於
て
俄
然
た
り
ォ
西
の
か
た
耐
殺
に
届
れ
凶
、
出
蹴
鰯
語
薩
と
し
て
出
場
嵯
峨
だ
ち
、
四
方
校
然
と
し
て
万
里
総
明
た
り
釧
l
二
聖
人
来
た
り
て
忽
駕
と
し
て
俄
に
逢
へ
り
4
験
を
得
む
益
を
割
問
て
誓
を
発
し
て
各
去
ぬ
。
南
の
か
た
峻
嶺
を
登
る
に
、
意
は
ざ
る
に
忽
ち
に
五
百
里
聖
賢
齢
然
た
る
の
地
に
到
る
。
其
の
座
法
を
見
る
に
威
儀
同
じ
か
ら
ず
ー
、
或
は
目
を
閉
じ
て
観
念
し
、
或
は
面
を
仰
ぎ
て
思
惟
し
、
或
は
念
請
す
る
- 80ー
有
則
、
或
は
鈎
印
す
る
有
り
。
大
師
問
ひ
て
日
く
、
「
此
の
山
何
の
徳
あ
り
て
か
聖
者
潜
詞
せ
る
σ
聖
者
何
な
る
願
あ
り
て
此
の
山
に
精
勤
せ
る
」
。
望
者
報
へ
て
臼
く
、
「
霊
山
報
土
劫
火
に
も
壊
せ
ず
、
常
寂
厳
土
無
明
宣
に
汚
さ
ん
。
願
力
を
以
て
の
故
に
久
し
く
世
(
位
)
叫
倒
U
1川
刻
劇
矧
叫
劃
剖
U
引
劉
刷
側
側
刻
矧
剖
川
川
、
と
。
更
に
問
ふ
。
ニ
聖
興
り
て
出
世
し
、
山
門
・
玉
城
修
性
四
徳
寂
光
清
都
を
聞
く
。
仏
法
・
王
法
の
相
続
は
、
併
し
な
が
ら
桓
武
・
伝
教
二
聖
の
御
願
力
に
依
る
も
、
別
し
て
山
王
権
現
の
擁
護
な
ら
ん
。
誠
な
る
か
な
、
最
初
帝
都
を
処
々
に
移
す
と
雄
も
、
平
安
城
に
至
り
万
代
不
易
の
勝
地
と
す
。
王
法
繁
昌
・
万
民
与
楽
の
住
処
た
ら
ん
の
み
。源
君
云
ふ
、
「
山
王
権
現
神
道
は
、
本
地
垂
迩
は
如
何
」
。
山
王
神
道
は
、
宗
元
に
非
ず
本
迩
縁
起
に
非
ず
、
両
部
習
合
に
非
ず
、
生
を
社
職
に
受
く
と
錐
も
概
く
相
伝
し
難
し
、
云
々
。
覚
大
師
云
ふ
、
「
山
王
三
聖
出
世
の
化
導
は
、
帝
荘
一
一
容
の
霊
告
に
応
ぜ
ず
、
王
刻
刻
組
制
劉
矧
叫
則
り
司
副
鮒
り
1
自
引
ヨ
側
制
剤
似
馴
剖
創
出
1
凶
引
出
謝
組
側
釧
剰
到
剖
利
引
1
ゴ
調
桐
刷
釧
欄
州
制
引
1
J閥
(
何
)
に
世
間
剤
三
輪
山
王
と
名
づ
く
る
払
引
。
『
四
明
安
全
義
』
に
云
ふ
、
利
謝
恩
ひ
難
し
、
皇
に
凡
情
を
以
て
之
、
和
を
測
り
知
る
べ
し
「
先
引
第
一
に
、
王
法
凶
凡
下
の
所
知
に
非
例
d
第
二
に
神
仏
は
刻
生
の
根
源
、
第
三
に
四
土
に
通
達
す
釧
万
法
ポ
し
と
雄
も
此
の
伝
を
出
可
制
割
引
到
」
刀
剣
倒
閣
持
、
云
々
。
我
等
は
名
字
相
承
な
り
。
?
と
雄
も
宿
殖
深
厚
貴
命
な
れ
ば
書
き
記
し
分
く
る
の
み
。
相
伝
の
「
秘
釈
」
に
云
ふ
、
「
調
副
割
副
司
副
乱
刊
」
。
昔
、
釈
迦
一
代
の
仏
法
は
権
実
に
過
ぎ
ず
、
畢
寛
し
て
三
権
即
一
実
に
会
せ
ば
童
福
す
。
割
問
引
岡
副
乳
階
、
汝
等
所
行
は
是
れ
菩
薩
道
に
会
せ
ば
円
人
と
成
る
、
是
れ
仏
法
の
大
綱
な
り
。
今
亦
た
諸
神
の
権
を
会
し
山
王
と
号
し
奉
る
。
愛
を
以
て
『
ニ
門
棺
即
集
』
に
云
ふ
、
山
王
と
は
、
万
法
の
都
名
、
一
円
の
全
体
な
り
。
実
義
に
約
さ
ぱ
冥
慮
を
恐
る
る
と
雄
も
、
天
神
七
代
・
地
神
五
代
乃
至
国
王
・
大
臣
た
る
は
何
ぞ
や
。
三
世
諸
仏
乃
至
凡
夫
た
る
は
如
何
。
謝
釧
謝
引
附
則
剰
明
叶
司
同
制
割
判
附
則
刑
判
、
云
々
。
斗
捌
倒
叶
凶
1
↓
刊
矧
剛
司
判
寸
刻
凶
組
制
珂
制
組
側
劃
劃
寸
刻
到
刻
創
釧
剛
到
劇
刻
引
]
」
銅
倒
剛
剖
劃
叫
到
判
1
↓
珂
川
副
到
剖
珂
判
判
剥
苅
倒
刻
劃
割
問
- 81ー
『東照社縁起』の基礎的研究
し
、
地
に
三
翌
と
顕
れ
一
天
四
海
を
護
持
す
d
内
証
の
利
生
の
慈
雲
は
処
と
し
て
覆
は
ざ
る
は
無
く
1
州
用
の
和
光
の
恵
劇
凶
物
と
l
l
i
l
1
1
1
1
1
1
1
1
h同ド
し
て
扇
が
ざ
る
は
無
し
。
所
詮
山
王
権
現
と
は
、
天
地
人
本
命
の
元
神
、
柳
は
緑
花
は
紅
と
出
す
所
の
霊
神
な
り
、
心
を
以
て
心
に
{
日
}
一
切
諸
神
は
山
王
の
分
身
な
り
」
。
匡
房
、
山
王
神
道
の
伝
ふ
」
云
々
。
『
匡
房
記
』
に
云
ふ
、
「
山
王
一
社
の
外
に
諸
神
無
き
な
り
。
相
伝
有
る
か
、
云
々
。
源
君
日
く
、
「
天
照
太
神
は
伝
教
大
師
よ
り
治
国
利
民
法
の
御
相
承
有
り
」
云
々
。
其
の
大
綱
如
何
か
。
神
慮
恐
れ
有
り
と
錐
も
粗
此|言
のl上
土!せ
凶 し
安|む
欄 ベ
に|しu 。
てI~
河童
割に
詞言
問I~
すオg「
L百常
此星
川皿
壬紫
よ '*1
E呑|
有者
露五
島2|
露賢
司g霊
深劫
旨 民
吐き
議 木
ち voく
ず長
但 か
だ る
伝 る
教を
大 見
自市 る
のも
俗
諦 我
常が|
住
伝
授
、
専
一
に
弘
通
す
べ
く
、
一
家
独
歩
の
相
承
示
き
る
る
な
り
。
文
に
依
り
先
づ
、
法
華
三
界
の
相
生
死
有
る
乙
と
無
し
。
意
は
、
衆
生
三
界
の
劫
尽
を
見
る
も
不
生
不
滅
を
得
ず
、
頗
る
偏
計
所
執
な
り
。
駿
角
穎
悟
な
れ
ば
、
宣
に
伽
耶
を
離
判
別
に
常
寂
光
『束照社縁起Iの基礎的研究
協同
を
求
め
ん
d
寂
光
の
外
に
別
に
裟
婆
有
る
に
は
非
ず
。
其
の
外
浅
略
、
深
秘
、
深
秘
中
深
秘
、
相
伝
残
さ
る
る
、
推
し
て
此
の
一
事
な
る
こ
と
を
知
る
そ
王
法
・
神
道
官
名
字
替
り
示
さ
る
る
か
。
先
徳
の
義
な
り
、
予
の
若
手
。
恐
れ
な
が
ら
「
割
自
銑
の
御
大
悟
、
山
王
権
現
と
王
法
相
承
と
一
徹
か
。
推
し
て
知
る
や
太
奇
な
る
こ
と
を
。
(
回
)
源
君
臼
く
、
「
二
候
の
母
上
願
立
の
時
、
山
王
権
現
別
し
て
法
花
問
答
の
法
味
を
感
じ
、
朝
暮
飽
き
足
ら
ざ
る
は
何
か
」
o
権
者
神
は
世
話
に
云
ふ
如
く
、
命
は
食
に
有
り
食
は
命
に
有
り
、
是
れ
醍
醐
法
味
の
故
な
り
、
又
た
聞
く
度
に
珍
し
け
れ
ば
な
り
。
実
者
神
は
「
秘
釈
」
に
、
偏
に
一
乗
の
妙
薬
に
依
り
諸
神
の
苦
患
を
息
む
。
惣
じ
て
刺
刑
剛
劇
削
紺
鮒
州
側
川
捌
劇
潤
別
刀
剣
州
総
引
制
札
刊
。
愛
を
以
て
法
華
は
、
=
一
世
諸
仏
出
世
の
本
懐
、
衆
生
成
仏
の
直
道
之
れ
を
用
ふ
。
或
は
又
た
『
大
経
』
に
云
ふ
、
当
に
諸
法
は
諸
仏
(
臼
)
例
制
刻
刻
刻
矧
劃
ペ
リ
叶
剖
制
刻
刻
配
凶
引
制
制
削
剥
似
刻
刻
刻
制
刻
引
。
故
に
権
実
二
神
に
亘
り
、
宣
に
仏
法
を
賞
ば
ぎ
ら
ん
。
醤
へ
ば
釈
尊
成
道
の
時
、
天
魔
来
た
り
障
碍
を
成
す
の
時
、
法
力
に
依
り
魔
を
降
す
。
三
世
諸
仏
説
法
の
儀
式
は
、
自
行
化
他
の
為
、
諸
- 82ー
神
崇
敬
す
る
者
な
り
。
源
君
日
く
、
「
住
吉
託
宣
に
云
ふ
、
天
慶
年
中
凶
賊
劃
す
る
の
陣
に
我
は
大
将
軍
、
山
王
は
副
将
軍
た
り
き
v
康
平
年
中
の
官
軍
に
山
問
調
司
剣
副
菌
剤
引
司
副
割
問
調
淵
捌
割
配
列
叫
司
閥
劉
附
崩
矧
可
制
崩
割
品
州
、
{
経
脱
カ
)
と
託
す
。
如
何
法
味
を
専
に
す
る
の
神
は
威
験
有
る
か
」
。
『
講
演
心
義
』
に
云
ふ
、
州
例
制
組
剖
調
似
蹴
剃
創
出
側
副
利
引
1
J州
中
是
れ
仏
体
な
る
が
故
に
。
亦
た
諸
仏
常
住
の
恵
命
と
為
す
、
即
空
是
れ
仏
命
な
る
が
故
に
。
亦
た
諸
仏
自
在
の
神
力
と
為
す
、
即
仮
矧
判
似
刻
刻
刻
州
劇
叫
叶
剥
判
凶
則
引
附
似
組
到
矧
川
制
調
川
飼
制
川
劃
割
剖
削
可
制
劇
到
劃
U
剃
例
制
叫
引
到
凶
利
岡
州
利
則
倒
為|害
凶 せ
型瓜し
釦め
せ|ず
υ 
以恵
「密
に|に
矧益
れ!し
悶寿
調命
の|を
州し
洲て
1更
調に
劇惑
0)1 障
~I が
符i為
1 に
姐夫
酬死
の|せ
甘1し
鯛め
1ず
降|
魔|神
州力
利外
黄』よ
権り
経行
既人
に を
爾し
りて
、更
況に
i自
を
や
。
抑
も
源
君
は
、
専
ら
万
機
の
政
を
助
け
一
天
の
君
を
後
見
し
、
更
に
五
帝
の
賢
を
追
は
し
む
。
何
の
暇
か
有
り
て
仏
道
を
修
す
る
こ
と
を
得
ん
。
釈
し
て
云
ふ
、
若
し
く
は
種
姓
高
貴
の
家
に
生
ま
れ
て
自
在
の
威
勢
を
誇
り
窓
に
罪
業
を
造
る
、
若
し
く
は
貧
窮
下
関
割
引
到
国
倒
制
覇
到
銅
制
覇
割
靴
、
と
。
貴
も
で
諸
善
奉
行
は
成
し
難
き
道
な
り
。
而
る
に
雲
を
召
し
奥
義
を
尋
ね
二
世
安
楽
の
君
と
為
る
。
今
東
照
大
権
現
正
一
位
と
顕
れ
、
剰
へ
現
世
安
穏
・
後
生
善
処
の
法
を
覚
え
、
家
門
繁
昌
し
、
氏
族
永
く
栄
ゆ
。
必
ず
山
王
神
道
を
守
り
他
流
を
交
ふ
べ
か
ら
ず
、
但
だ
作
法
は
多
武
峯
に
准
ず
ベ
し
、
子
孫
繁
茂
の
故
な
り
と
の
兼
日
よ
り
の
御
誌
な
り
。
而
る
に
御
遷
化
の
後
少
々
相
違
の
儀
有
り
と
雄
も
、
重
ね
て
台
徳
院
殿
叡
聞
に
逮
せ
ら
れ
、
源
君
の
御
遺
告
の
如
く
決
定
し
了
り
ぬ
。
斯
の
如
き
始
末
一
点
と
し
て
曇
無
し
、
恐
ら
く
は
前
代
未
聞
の
主
将
と
謂
ふ
べ
き
か
。
『東照社縁起』の基礎的研究
(1) 
安
然
「
真
言
宗
教
時
義
」
に
「
脅
青
翠
竹
、
総
是
法
身
、
欝
欝
黄
華
、
無
ν
非
=
般
若
乙
と
あ
り
、
一
部
改
め
伝
源
信
作
「
本
覚
賛
釈
」
に
も
引
か
れ
る
。
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
七
五
、
三
八
七
頁
上
、
『
天
台
本
覧
論
」
〈
日
本
思
想
大
系
9
〉
(
岩
渡
書
底
一
九
七
三
)
一
一
四
頁
。
な
お
、
三
崎
義
泉
「
安
然
と
翠
竹
黄
花
論
」
(
『
天
台
学
報
』
一
一
七
一
九
八
五
}
参
照
。
『
史
記
』
李
将
軍
列
伝
。
未
詳
。
源
信
『
観
心
略
要
集
』
。
仏
書
刊
行
会
編
「
大
日
本
仏
教
全
書
」
=
二
、
一
六
一
頁
。
智
頭
『
摩
詞
止
観
』
巻
第
一
下
に
、
慈
悲
に
よ
り
四
弘
誓
願
を
発
心
す
る
こ
と
を
「
知
s
釈
迦
之
見
=
耕
墾
-
、
似
z
弥
勅
之
観
-
一
段
台
乙
と
誓
え
る
(
「
大
正
新
修
大
蔵
経
』
四
六
、
八
頁
上
)
。
各
々
『
瑞
応
本
起
経
』
『
弥
勅
下
生
経
」
に
典
拠
を
持
つ
(
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
三
、
四
七
五
頁
下
・
一
四
、
四
二
四
頁
中
)
。
『
観
心
略
要
集
」
、
一
五
六
頁
。
未
詳
。
『
百
題
」
「
円
人
、
無
常
観
を
用
う
る
か
の
こ
と
」
に
「
先
賢
の
語
」
と
し
て
「
美
花
を
見
て
本
尊
を
念
ぜ
ざ
る
は
不
修
の
甚
だ
し
き
な
り
。
冷
風
を
聞
い
て
無
常
を
規
せ
ざ
る
は
、
観
念
の
欠
け
た
る
な
り
」
を
挙
げ
る
。
「
観
心
略
要
集
』
、
一
七
三
頁
。
平
氏
撰
『
聖
徳
太
子
伝
暦
」
下
巻
。
仏
書
刊
行
会
編
『
大
日
本
仏
教
全
書
」
一回一
(2) 
(3) 
(
4
)
 
(5) 
(6) 
(
7
)
 
9 8 
一
一
二
、
三
三
頁
下
。
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10 
『
観
普
賢
普
略
行
法
経
』
。
『
大
正
新
修
大
蔵
経
」
九
、
三
九
三
頁
中
。
実
相
機
悔
と
呼
ば
れ
、
伝
源
信
『
真
如
観
」
な
ど
に
引
か
れ
る
。
「
天
台
本
覚
諦
』
一
一
三
頁
。
『
聖
徳
太
子
伝
暦
』
上
巻
。
『
大
日
本
仏
教
会
書
」
一
一
二
、
一
二
頁
上
。
智
顕
『
法
華
玄
義
』
巻
第
一
上
。
『
大
正
新
修
大
蔵
経
」
三
=
一
、
六
八
六
頁
上
。
『
列
子
』
仲
尼
第
四
。
『
仁
王
般
若
波
羅
蜜
経
』
巻
上
。
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
八
、
八
二
八
貰
上
。
『
観
普
賢
菩
薩
行
法
経
』
。
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
九
、
三
九
二
頁
下
。
『
摩
詞
止
観
』
八
下
。
『
大
正
新
修
大
蔵
経
」
四
六
、
一
一
二
頁
下
。
「
大
乗
本
生
心
地
観
経
』
第
三
。
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
=
一
、
=
一
O
二
頁
中
。
こ
の
種
の
「
古
業
」
の
捉
え
方
は
、
中
古
天
台
の
観
念
に
基
づ
く
と
思
わ
れ
る
。
「
天
台
直
雑
』
十
一
「
法
身
菩
薩
有
古
業
耶
」
な
ど
参
照
。
『
天
台
宗
全
容
」
一
七
(
第
一
書
房
一
九
七
五
)
四
三
七
1
四
四
三
頁
。
未
詳
ロ
『
焚
網
経
虚
舎
那
仏
説
菩
薩
心
地
戒
品
第
十
』
巻
下
に
「
一
切
畜
生
」
に
対
し
「
汝
是
畜
生
発
菩
提
心
」
云
々
と
唱
え
る
べ
き
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
『
大
正
新
修
大
蔵
経
」
二
四
、
}
O
O九
頁
上
。
『
清
信
士
度
人
経
』
の
偶
と
し
て
、
例
え
ば
『
法
苑
珠
林
』
巻
二
二
{
入
道
篇
十
三
)
に
見
ら
れ
る
。
「
大
正
新
修
大
蔵
経
』
五
三
、
四
四
八
頁
中。虎
関
師
錬
「
元
亨
釈
書
」
巻
十
五
(
聖
徳
太
子
の
項
)
に
見
ら
れ
る
。
『
日
本
高
僧
伝
要
文
抄
・
元
亨
釈
魯
』
〈
新
訂
増
補
国
史
大
系
紅
〉
(
吉
川
弘
文
館
一
九
六
五
)
二
一
七
1
一
二
八
頁
。
窓
思
『
大
乗
止
観
法
門
』
巻
第
四
。
「
大
正
新
修
大
蔵
経
』
四
六
、
六
五
九
頁
中
。
『
太
平
記
」
巻
十
七
。
『
太
平
記
」
一
一
〈
日
本
古
典
文
学
大
系
〉
(
岩
波
書
庖
一
九
六
一
)
二
O
一
1
二
O
ニ
頁
。
同
前
、
二
一
O
頁。
湛
然
『
法
華
玄
義
釈
蜜
』
巻
第
六
。
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
三
三
、
八
五
八
買
上
。
概
念
自
体
は
古
く
か
ら
存
在
す
る
が
、
こ
の
熟
語
と
し
て
広
ま
っ
た
の
は
源
信
『
往
生
要
集
』
の
影
響
が
大
き
い
。
『
法
華
経
』
巻
第
一
二
、
薬
草
喰
品
第
五
。
『
大
正
新
修
大
蔵
経
」
九
、
一
九
頁
中
。
『
摩
詞
止
観
』
巻
第
一
上
。
「
大
正
新
修
大
蔵
経
」
四
六
、
二
頁
中
。
『
法
華
経
』
巻
第
五
、
如
来
寿
量
品
第
十
六
。
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
九
、
四
二
頁
中
。
『
法
華
経
』
巻
第
一
に
「
如
我
昔
所
願
、
今
者
巳
満
足
」
の
句
が
見
え
る
(
八
頁
中
)
。
な
お
、
牧
野
和
夫
『
中
世
の
説
話
と
学
問
』
(
和
泉
書
院
- 84ー
(
日
)
(ロ)
(
日
)
(M) 
(
日
)
(
日
)
(口)
(
問
団
)
19 20 (幻
)
(
辺
)
(
幻
)
(M) 
(
お
)
(
却
)
(
幻
)
(
お
)
(
鈎
)
(
初
)
『東照社縁起Iの基礎的研究
(
担
)
(
詑
)
(
お
)
(
悦
)
(
お
)
(
お
)
(
幻
)
一
九
九
二
四
三
四
頁
付
近
参
照
。
『
十
七
条
憲
法
」
第
十
条
。
『
聖
徳
太
子
集
」
〈
日
本
思
想
大
系
2
〉
(
岩
波
書
底
未
詳
。
『
摩
商
止
観
』
に
こ
の
文
見
ら
れ
ず
。
「
摩
詞
止
観
』
巻
第
一
上
の
「
抱
ν
流
尋
ν
源
、
聞
ν
香
討
ν
根
」
を
踏
ま
え
た
文
章
と
思
わ
れ
る
。
『
大
正
新
修
大
蔵
経
」
四
六
、
「
法
華
玄
義
』
巻
第
七
上
、
七
六
六
頁
上
。
『
法
華
経
』
巻
第
一
、
七
頁
上
。
『
法
華
玄
義
」
巻
第
一
上
に
「
下
文
云
、
未
得
詔
得
、
未
証
謂
証
、
偏
観
之
失
」
と
あ
る
{
六
八
六
頁
上
)
ロ
『
法
華
経
』
巻
第
五
、
如
来
寿
量
品
第
十
六
。
『
大
正
新
修
大
蔵
経
」
九
、
四
三
頁
下
。
「
仁
王
般
若
波
羅
蜜
経
』
巻
下
に
「
吾
滅
度
後
八
十
年
八
百
年
八
千
年
中
、
無
仏
無
法
無
僧
、
無
信
男
無
信
女
時
、
此
経
三
宝
付
属
諸
国
王
」
と
あ
る
。
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
八
、
八
三
三
頁
中
。
『
摩
詞
止
観
』
巻
第
六
上
、
七
四
買
上
。
以
下
、
「
山
家
要
略
記
」
等
『
天
台
神
道
』
(
下
)
〈
神
道
大
系
論
説
編
四
〉
(
一
九
九
三
)
所
収
の
記
家
文
献
を
典
拠
に
持
つ
も
の
は
、
同
書
の
掲
載
箇
所
で
示
す
。
『
天
台
神
道
』
(
下
}
二
七
三
頁
。
そ
の
他
『
延
暦
寺
慈
因
縁
起
』
中
巻
第
九
(
仏
書
刊
行
会
編
「
大
日
本
仏
教
全
書
」
一
二
六
)
四
一
九
頁
、
『
山
家
最
略
記
』
(
同
一
一
一
O)
一
六
四
頁
。
「
延
麗
寺
趨
因
縁
起
』
中
巻
第
八
、
四
一
八
1
四
一
九
頁
。
百
玉
説
自
体
は
他
の
脅
に
も
見
ら
れ
る
が
、
百
代
目
を
光
仁
天
皇
に
宛
て
る
の
は
同
容
に
独
自
と
思
わ
れ
る
。
『
天
台
神
道
』
(
下
)
三
七
八
頁
。
『
廷
暦
寺
護
因
縁
起
」
中
巻
第
九
、
九
一
一
一
頁
。
四
つ
の
事
書
よ
り
成
る
関
連
部
分
は
『
天
台
神
道
』
(
下
)
二
O
頁
・
一
一
一
頁
・
二
一
五
頁
・
三
二
八
頁
・
三
四
五
頁
・
三
四
七
頁
・
三
六
五
買
・
五
O
五
頁
・
五
四
O
頁
。
『
延
暦
寺
護
因
縁
起
』
巻
中
第
九
、
四
二
O
頁
。
「
山
家
最
略
記
』
一
五
三
頁
・
二
ハ
一
一
頁
。
『
天
台
神
道
」
(
下
)
一
八
頁
・
八
O
寅
・
一
O
二
頁
・
=
ニ
五
頁
・
一
五
四
頁
・
三
四
四
頁
・
三
五
五
頁
・
五
一
二
頁
・
五
三
O
責
。
『
山
家
最
略
記
」
一
六
一
頁
。
未
詳
。
『
天
台
神
道
」
(
下
)
や
「
天
台
宗
密
教
章
疏
』
三
(
名
著
出
版
一
九
八
五
)
所
収
の
「
四
明
安
全
議
」
に
見
え
ず
。
未
詳
。
『
渓
嵐
拾
葉
集
』
に
「
山
王
秘
決
」
の
引
用
と
し
て
「
会
三
権
諸
神
帰
一
実
山
主
」
と
あ
る
。
『
天
台
神
道
』
(
下
)
四
O
六
頁
。
未
詳
。
『
法
華
玄
義
』
巻
第
三
下
に
「
衆
流
入
海
同
一
蹴
味
」
「
諸
水
入
海
同
一
蹴
味
」
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
三
=
一
、
七
一
三
頁
上
・
七
一
四
頁
下
。
『
天
台
神
道
」
(
下
)
七
O
頁
・
三
八
四
頁
。
『
惟
賢
比
丘
筆
記
』
(
『
続
群
書
類
従
」
三
上
)
五
五
頁
。
『
摩
詞
止
観
』
巻
第
五
上
、
五
四
頁
上
。
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一
九
七
五
)
一
九
頁
。
一
頁
上
。
(
お
)
(
羽
)
(
胡
)
42 41 {必
)
(
叫
)
(
必
)
(
岨
)
(
灯
)
(
必
)
『東照社縁起Jの基礎的研究
(ω) 
(
印
)
(
日
)
(
回
)
(
臼
)
『
天
台
神
道
』
(
下
)
七
六
頁
・
二
一
六
頁
・
=
一
三
八
頁
・
三
六
五
頁
・
五
三
九
頁
。
『
天
台
神
道
』
(
下
)
一
O
頁
・
七
O
頁
・
九
二
頁
・
一
四
六
頁
・
二
四
四
頁
。
未
詳
。
『
続
々
群
書
類
従
」
第
五
、
本
木
好
信
編
『
江
記
逸
文
集
成
』
(
図
書
刊
行
会
家
要
記
浅
略
目
録
」
に
同
文
が
見
え
る
。
『
天
台
神
道
』
(
下
)
=
一
八
七
頁
。
「
法
翠
経
』
巻
五
、
如
来
寿
畳
品
第
十
六
。
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
九
、
四
三
頁
下
。
二
句
を
除
く
こ
と
に
つ
い
て
は
、
武
蔵
府
中
の
等
海
が
貞
和
五
年
(
一
三
回
九
)
に
完
成
さ
せ
た
『
等
海
口
伝
抄
」
に
「
居
z
法
界
道
場
】
諦
=
一
偶
】
者
、
嫡
流
一
人
外
更
無
ニ
口
外
ヘ
当
流
深
秘
口
伝
也
。
塔
中
相
伝
一
備
也
。
一
偶
文
者
、
『
寿
量
品
』
「
常
在
霊
鷲
山
、
及
余
諸
住
所
、
我
此
土
安
穏
、
天
人
常
充
満
」
文
是
也
。
慈
党
大
師
続
入
唐
記
見
。
文
云
、
中
間
「
衆
生
見
劫
尽
、
大
火
所
焼
時
」
文
、
略
ν
之
相
承
伝
来
。
以
中
相
伝
一
偶
文
、
山
家
大
師
奉
=
天
照
大
神
-
、
云
々
」
と
見
え
(
「
天
台
宗
全
書
』
九
第
一
書
房
一
九
七
三
、
四
八
一
頁
)
、
中
世
天
台
数
学
か
ら
の
相
伝
が
窺
わ
れ
る
。
最
澄
の
ほ
か
天
照
犬
神
も
こ
の
備
を
調
す
こ
と
に
つ
い
て
は
、
「
渓
嵐
拾
葉
集
』
に
記
述
が
見
ら
れ
る
。
『
天
台
神
道
』
(
下
)
四
二
七
頁
。
温
然
『
法
華
文
句
記
」
巻
第
九
下
。
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
三
四
、
三
三
三
頁
下
。
注
(
却
)
に
同
じ
。
『
平
家
物
語
」
『
山
王
霊
験
絵
巻
』
『
日
吉
山
王
利
生
記
」
な
ど
に
見
え
る
。
『
大
日
本
史
料
』
第
三
編
之
三
、
嘉
保
二
年
二
O
九
五
)
十
月
二
十
四
日
条
参
照
。
『
摩
詞
止
観
」
巻
第
六
下
。
『
大
正
新
修
大
蔵
経
」
四
六
、
八
O
頁
上
。
『
大
般
浬
蝶
経
」
巻
第
四
。
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
一
二
、
六
二
七
頁
下
。
「
古
事
談
」
第
五
。
「
宇
治
拾
遺
物
語
・
古
事
談
・
十
訓
抄
」
〈
新
訂
増
補
国
史
大
系
団
〉
(
吉
川
弘
文
館
源
信
『
講
演
心
経
義
』
。
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
三
三
、
一
九
九
買
。
「
観
心
略
要
集
」
、
一
五
五
頁
。
- 86ー
一
九
八
五
)
、
所
収
の
『
江
記
』
に
見
あ
た
ら
ず
。
『
山
(
口
出
)
(
日
)
(
町
四
)
(
貯
)
(
回
)
(
印
)
{
印
)
(
日
)
九
一
O
O
-
-
O
一頁。
(
一
九
九
豆
年
十
一
月
二
十
四
日
)
